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   N0.8            ・自ら考え、正しい判断をする生徒を育てる 

令和4年11月25日         ・温かな心をもち、誰をも思いやる生徒を育てる 

TEL 42-2557         ・自分に厳しく、互いに助け合う生徒を育てる 

FAX 42-2558         ・しなやかで、健康な身体を持つ生徒を育てる 

 
動き出すための準備 

 
校長  秋 元   大 

 
学校から見える木々はすっかり葉を落とし、周囲の山の上が白く染まり、

本格的な降雪期を迎えました。保護者、地域の皆様におかれましてはます
ますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
新型コロナウイルス感染症の発生は未だ衰えませんが、最新のガイドラ

インに即し、小学校、教育委員会と連携して、教育活動を推進していきま
す。 
学校では教育相談が行われ、生徒たちは担任とじっくり話す時間を過ご

しました。やはり学習に関することが話題に上ります。３年生は進路の方
向を決め、どう取り組んでいくのか、という話が中心になります。  
いずれにしても、大事なのは「何をどう準備するか」ということです。

時間と労力をかけずに成果を得ることができればどんなに楽でしょう。苦
労することがすべてだとは言いませんが、労せずに得たものはそれほどう
れしくないこともよくあることです。一歩踏み出すためには、軸足に重心
を移して力を込めなければなりません。それが努力なのだと思います。求
める成果をつかむためには、その時に動ける力をためることが必要なので
す。 
生徒一人一人が望む成果をつかむ力をつけることができるよう、学校で

は授業改善を進めながら教育活動に取り組んでいます。保護者、地域の皆
様には今後とも変わらぬご支援とご協力をいただくようお願い申し上げま
す。 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～積み重ねた努力の結晶 

 

●古平町体育連盟 表彰                ●「社会を明るくする運動」 

   北後志作文・標語コンクール  

スポーツ奨励賞 Ｔ   さん（３年 バドミントン）  

スポーツ賞   Ｈ   さん（２年 水泳）       標語の部 佳作 Ｈ   さん（２年） 

※今年度行われた中体連大会での優秀な成績が認められました！      

「努力はさ いつか輝く 光の実」 

●後志中学生新人バドミントン大会 

 

男子団体    優 勝  Ｓ さん、Ｓ さん、Ｎ さん、Ｈ さん、Ｈ さん（以上、２年） 

Ｔ さん、Ｈ さん（以上、１年） 

男子シングルス 第２位  Ｓ さん（2年） 

男子ダブルス  第３位  Ｓ さん、 Ｈ さん（２年） 

※小樽後志代表決定戦において入賞し、全道大会（１月 小樽市）へ出場となります！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                 ～小中連携の取組 

１１月４日、古平町教育研究会「確かな学力」部会

の中学校教員による小学校への乗り入れ授業として、

本校教諭が、古平小学校６年生に対して国語の授業を

行いました。学習内容は「漢文」。「レ点」や「一・

二点」といった返り点の意味やしくみを理解し、漢文

の謎を解くという内容でした。児童たちは興味を持っ

て取り組んでくれていました。後日、担任の先生から、

家庭学習で取り組んでくれたお話があり、「面白かっ

たです」「中学校行ってもがんば 

りたいです」といった感想も伝え 

ていただきました。これからも 

小中が手を携えて、児童生徒の力 

を伸ばす教育活動を目指していき 

ます。 

 ～ふるさと古平を知る！ 

 １１月８日、東しゃこたん漁業協同組合青年部の皆

様が来校し、本校１年生に向け出前授業をしていただ

きました。前半は、古平町の主幹産業である「漁業」

について、実際の漁の様子や獲れる魚介の種類、使っ

ている道具、市場や加工場での仕事など、動画を使っ

てわかりやすく説明していただきました。後半は、獲

れたばかりの鱈を使った「鱈鍋」を援助を受けながら

調理をし、皆で試食をしました。アワビも入った豪華

な鱈鍋をいただき、「ふるさと古平を知る、味わう」

貴重な機会となりました。漁協の皆様、青年部の皆様、 

お忙しい中、生徒たちのためにご準備、ご指導いただ

きありがとうございました。 

～前期から後期へ… 

１０月２５日、全校生徒の参加のもと、生徒総会が

行われました。前期の取組の課題を確認・修正し、成

果を後期へつなげていく機会となります。また、生徒

会活動の中心が、３年生から２年生・１年生へバトン

を渡す機会でもあります。各学年、これからの古中の

ことを考え、真剣に討議に参加していました。３年生

はきっと安心して、後輩たちにバトンを渡せたことと

思います。しかし、学校の顔は、卒業するまで３年生

です。後輩たちの良き手本となり、そして、後輩たち

のこれからの頑張りを温かく見守ってあげてほしい

と思います。２年生・１年生にとっては、来春に向け

て力を高めていく半年のスタートとなります。半年後

のゴール（目標）をしっかりと定め、全校で協力し古

中を盛り上げてください。 

～充実した学校生活を 

 １１月７日より、各学級で教育相談が始まりまし

た。学校や家庭での学習の取り組み方、学校生活や友

人関係、進路に関わることなど、各生徒が直面してい

る状況に応じ、生徒と担任が顔を合わせ面談を行いま

した。特に３年生は、三者面談に向けた進路相談が中

心となって行われました。今後も、この機会に関わら

ず、何か相談ごとがある場合は、遠慮なく 

担任の先生、古中の先生方に相談をしてく 

ださい。そして、充実した学校生活を送っ 

てほしいと思います。 

町 P連生徒指導研修会 ～安心安全なネット活用 

 １１月８日、「子どもたちをネットトラブルから守るための学習会」を本校ホールで開催しました。本校での

参加者のほか、オンライン参加者も含めて約４０名の小中学校の保護者、教職員、関係者が参加をしました。子

どもたちと私たち大人とのインターネットの使い方の違いや、ネットトラブル 

の危険性、家庭でできることは、といった内容を、本校教諭がスライドを使っ 

てわかりやすく説明してくれました。後半はグループでのディスカッションが 

行われ、参加者同士で理解を深めることができました。私たち大人ができると 

ころから取り組み、子どもたちに安心安全なインターネット利用を伝えていき 

たいと思います。皆様、ご参加いただきありがとうございました。 


